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1.  使用済燃料プール監視カメラ用冷却装置の操作性 

重大事故等時に，使用済燃料貯蔵槽の状態監視に使用する使用済燃料プール監視カメラの附属

設備である使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置は，以下の機能を有する。 
使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置は，原子炉建屋における重大事故等時の高温環境下に

おいても使用済燃料プール監視カメラの機能維持を図るために，カメラ本体を冷却するための空

気を供給する設計とする。 
使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置は，使用済燃料プール監視カメラに空気を供給する空

気圧縮機，供給する空気の温度上昇を防止するための冷却器，除湿器，配管等で構成し，原子炉

建屋原子炉棟及び原子炉建屋付属棟内に設置する。 
使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置は，中央制御室にて空冷装置の弁操作及び起動操作が

可能であり，想定される重大事故等時の環境下においても，確実に操作できる設計とする。 
図 1-1「使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置の空気供給概略図」 

 

 

図 1-1「使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置の空気供給概略図」 
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